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＜特 集＞ 

第57回 「楓祭」開催！ 

 2022年11月19日(土)に、第57回楓祭が開催されました。３年ぶりに来場者を招いての

開催となり、当日は大変な賑わいを見せていました。 

 留学生センターでは、スリランカの家庭料理「カトレット」と、ベトナムを代表する料理「フォー」

を提供する模擬店を出店。各国出身の留学生が作る料理は大変盛況で、リピート購入して

くださる来場者の方も多くいらっしゃいました。 

 

 

 

 

 

 夕方にはどちらの料理も完売。大きなトラブルもなく、無事に楓祭を終えることができました。

片付けの最中、早くも来年の楓祭に向けた意見交換が活発になされていました。 

 

スリランカの家庭料理の定番 

「カトレット」とは・・・？ 

カトレットとは、日本のコロッケによく似た食

べ物です。スリランカではお祭りや、誕生日な

どの家庭のお祝いの席でよく食べられるそう。 

主な具はじゃがいもと玉ねぎ、魚（楓祭で

はサバを使用しました）、青唐辛子。味付け

にはカルダモンやチリペッパーなど、スパイスをき

かせます。小ぶりで丸い形は、いくつでも食べ

られそうですね。 

カトレットの作り方を教えてくれたニシャーニさんとジェラミさん（左） 

フォーの作り方を教えてくれたティンさんとアインさん（右） 

達成感いっぱいの笑顔を見せる 学生スタッフのみなさん 

学生スタッフが作成したPOPには、 

美味しそうな写真が添えられています 



こども園での 

   国際交流理解授業 
 

 現在留学生センターでは、交流会活

動の一環として、地域のこども園で国際

交流理解授業を不定期に行っておりま

す。 

 2022年12月には、スリランカ出身の

留学生が２名、こども園を訪れました。

１時間という短い時間ではありました

が、スリランカの文化、食事、音楽、国

旗の紹介や、日本との違いなどをスリラ

ンカの母語であるシンハラ語と日本語で

説明。また、一緒に踊ったり、ミニゲーム

をしたり、子どもたちと大変楽しい時間を

過ごしました。 

舞妓ストリートファッションショーに参加 
 

 2022年10月10日（月）に、本学の留学生と留学生センターの学生スタッフが 

「静岡版創作舞妓ストリートファッションショー」に参加しました。爽やかな秋晴れの中、

華やかに着飾った留学生の皆さんが練り歩く姿は、街中を行き交う多くの人の足を止 

めていました。 

 着付けとヘアメイクには１時間ほどかかったそうで、参加学生たちは「顔を真っ白に塗

られたときは、これからどうなるのかとドキドキ、ワクワクした」と口を揃えていました。コミュニ

ティ福祉学科４年のプラミ ウシャさん（ネパール出身）は、「実際に下駄で歩くのは

大変苦労した。しかし、貴重な経験ができて嬉しかった」と話してくれました。 

日本語能力試験 Ｎ1合格者への支援 

 2022年７月４日(日)に、今年度第一回目の日本語能力試験が行われました。今回の試験

のN1級合格者は２名。両名とも、優秀な成績で合格するに至りました。 

 合格者へは、静岡英和学院大学及び短期大

学部同窓会よりお祝い金が、またふじのくに地域・

大学コンソーシアムより受験料の補助がそれぞれ

ありました。 

 なお、第二回目の日本語能力試験は2022年

12月４日(日)に実施され、合格者は８名と奮

闘しました。 

第一回JLPT(Ｎ１)に合格した２名 

参加した学生の皆さんと、サポート学生の皆さん 

本学からは、グエン ティ ビックさん(ベトナム出身)、プラミ ウシャさん(ネパール出身)、   

ミャ パール ソーさん(ミャンマー出身)、佐藤 藍子さんの４名が体験に参加 

スリランカ出身のエサラさん（左）と 

ニシャーニさん（右） 



リン テッ テッ トさん 

（ミャンマー出身） 

（略歴）ミャンマーのヤンゴン
出身。2018年10月に来日
し、掛川日本語学校から静
岡英和学院大学に入学。現
在は川島ゼミに所属し、経済
経営学を学んでいる。 
 趣味は旅行。長期の休み
には様々な観光名所へ足を
運んでいる。 

“千本鳥居”で有名な「伏見稲荷大社」 で記念の1枚 

君に迫る！～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.15 

 Ｑ１ 静岡に来てよかったと思うことは何ですか？ 

      静岡は静かで、勉強するのにふさわしい場所です。また、利便性もよく、遊ぶ場所も 

     多くて、充実しています。勉強する環境と生活する環境を重要視している私にとって、 

     過ごしやすい街だと感じます。 
 

 Ｑ２ 入学時に困ったことはありましたか？ 

      コロナ禍でオンライン授業が多く、なかなか学校に行く機会がなかったので、友達ができず 

     寂しかったです。しかし、困った時、いつも優しく対応してくださった先生方のお蔭で 

     今では学校生活を楽しんでいます。 
 

 Ｑ３ なぜ、静岡英和学院大学を選んだのですか？ 

       留学生である私が困った時に助けてくれそうな環境、将来のことを考えた時、現代社会 

      に必要な「力」を育成し、一人一人の成長をサポートするという教育理念がある英和学院 

      大学を日本語学校の先生に勧められたことがきっかけです。 
 

 Ｑ４ 大学生活を通して、最も変わったことは何ですか？ 

      大学という場所は、自分が学びたい授業を選んで学ぶことができるだけでなく、いろいろな 

     交流会にも参加することができます。多くの人と交流することで、新しい経験ができ、自分が 

     行きたい道、世界がどんどん広がってきました。 
 

 Ｑ５ 出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

      ミャンマーは仏教国であるため、仏教寺院や遺跡のような宗教施設が多いです。 

     その中で、2019年に世界遺産登録された、世界三大仏教遺跡の１つである「バガン」を 

     紹介します。バガン遺跡群 には数え切れないほどの仏教寺院と遺跡をみることができ、 

     夕日の沈む頃に見る景色は最高です。人工遺跡ではなく、自然環境に囲まれ、 

     眺めていると、癒されて優しい気持ちになれる場所です。 

私のとっておきの静岡スポット 

静岡市清水区にある三保の松原 



お問い合わせ先  

お気軽にお問い合わせください。   

静岡英和学院大学 

 ・人間社会学科 

 ・コミュニティ福祉学科        

静岡英和学院大学短期大学部 

 ・現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

 ・食物栄養学科  

〒422-8545静岡県静岡市 

駿河区池田1769番地  

054-261-9201(代表） 

info@shizuoka-eiwa.ac.jp 

 

留学生センター 

留学生の生活やさまざまな疑問

にお答えします。 

054-264-9489（直通） 

 

英和入試センター 

入試制度や受験相談等何でも

お問い合わせください。 

054-261-9322（直通） 

 

企画部連携課 

日本語学校様等機関のご相談

はこちらに。 

054-262-0091（直通） 

静岡英和学院大学が皆様と夢をつなげます  


